
　　日　時　平成２４年３月４日（日）於
　　会　場　大月市中央公民館（市民会館）大ホール



第５０回大月市生涯学習推進大会 実施要項 

 

１. 大会テーマ 【３．１１から学ぶ地域づくり・人づくり】 

私たちひとり一人が、それぞれの視点から平成２３年３月１１日以降の災害に備える、

地域の絆について改めて考え、「地域づくり」から見えてくる課題を、皆で学び合い、どの

ように行動すればよいか考えてみる。 

 

２．大会主旨  

   大災害が起きた場合において、自分の住んでいる地域では、近隣住民がお互いを助け合

い、安全・安心を守ることができるのか、３・１１東日本大震災を教訓に、被災地の実状

を知ることから、地域社会における「人と人の絆」や「共助の心」の重要性を再認識し、

社会教育の概念である「地域づくり・人づくり」から学び、実際に行動を起こすための情

報や自分なりの生涯学習として見つけるきっかけを得て、何かを始めてみようという意欲

を高めることを今大会の主旨とする 

 

３．主  催 大月市教育委員会・大月市社会教育委員会・大月市公民館連絡協議会 

 

４．日  時 平成２４年３月４日（日）午後１時３０分 開会 

 

５．会  場 大月市中央公民館（市民会館）大ホール 

 

６．シンポジウム（第１部：パネリスト発表 第２部：会場との対話「参加型アンケート」等） 

ボランティア活動や地域防災活動をとおして、生涯学習の実践と成果の活用、学習に踏

み出すための情報の提供や交換から生涯学習の楽しさを感じてもらう。 

 

○コーディネーター 

   ・都留文科大学社会学科 高田 研 教授 

○パネリスト 

 ・蔦木  豪 氏 （大月市社会福祉協議会） 

   ・田中 清貴 氏 （伊良原自主防災会） 

   ・大久保 祐真 氏（都留文科大学：学生ボランティア） 

  

７．その他 

・展示等  社会教育関係団体の紹介及び出店（１階 ロビー） 

大月大豆倶楽部・ＮＰＯ法人おおつきエコビレッジ 

各地区公民館・各社会教育団体の実施事業写真展（１階 ギャラリー） 

        中央公民館利用団体作品展（２階 市民ギャラリー） 

             

  ・アトラクション  桂川グリーカジカ（大月市音楽文化連盟所属）による合唱 

 

８．時間設定  受付・開場         １３：００～ 

アトラクション       １３：１５～１３：２５ 

開会行事          １３：３０～１４：００ 

シンポジウム        １４：００～１５：５５ 

閉  会               ～１６：００ 



 

　公立小・中学校の教員をスタートに、独立行政法人国立淡
路青少年交流の家、岐阜県立森林文化アカデミーと様々な学
びの現場に立つ。
　地域の問題を住民の力で解決するためのワークショップの
ファシリテーター や、自然学校など「環境教育を職業とす
る」人たちの人材養成に取り組む。
　まちづくり系ワークショップ通じて、地域づくりの視点か
らの環境教育を実践中。

 

『 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 派 遣 の 経 験 談 に つ い て 』

大月市社会福祉協議会に勤務し１１年、地域福祉
担当配置になり６年が経ちます。現在は、平成20年
度に策定した大月市社会福祉協議会地域福祉活動
計画に基づき事業に取り組み、その基本理念である
「みんなでつくるささえあう福祉のまち大月」の実現を
目 指 し 地 域 福 祉 を 推 進 し て い ま す 。
今日は、東日本大震災における岩手県釜石市

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 支 援 を さ せ て
いただいた経験から現地の現実をお話しし、引き
続きの被災地支援と 自分た ちの 地域 にお け る
今後の取り 組みの必要性につい て 、地域住民
みんなで考える契機になればと思っています。
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『自主防災活動を通して地域の絆を深めています』

私 は 、 他 都 市 の 消 防 に ４ ０ 年 勤 務 し て

数 年 前 に 退 職 し ま し た 。 退 職 後 に 自 分 が

住 ん で い る 地 域 へ 何 か 貢 献 で き る も の は

な い か と 考 え た と き に 、 地 域 の 防 災 力 の

向 上 に 、 少 し で も お 手 伝 い が 出 来 れ ば と

思 い 、 錆 び 付 い た 防 災 に 対 す る ノ ウ ハ ウ に

研 き を か け る た め 県 と 市 が 開 催 し た 地 域

防 災 リ ー ダ ー の 養 成 講 習 会 を 一 昨 年 と

昨 年 に そ れ ぞ れ 受 講 さ せ て 頂 き ま し た 。

私 は 、 伊 良 原 自 治 会 の 会 長 を 兼 務 し て

居 り ま す が 、 自 治 会 活 動 の 中 で 、 最 も

大 事 な こ と は 、 そ の 地 域 の 人 々 が 共 に

助 け 合 い 安 全 に 安 心 し て 暮 ら せ る

街 づ く り と 、 地 域 の 防 災 力 を 高 め る こ と に

あ る か と 思 い ま す の で 、 こ れ に 意 を

注 い で 参 り た い と 思 っ て い ま す 。

平 成 ２ ３ 年 ５ 月 に 災 害

ボ ラ ン テ ィ ア チ ー ム

VS （ バ ー サ ス ） を 結 成 し

現 在 ま で に 学 友 達 と

共 に ７ 回 、 被 災 地 に

行 き 、 ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 を し て い ま す 。
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